
第 45 回総会・懇親会を開催しました 

 

 

 

令和 5 年 10 月 28 日（土）17 時より、ハイアットリージェンシー東京で、第 45 回

総会／懇親会を開催しました。 

 

昨年は、３年に及ぶ新型コロナ禍が終盤を迎えたので、簡素化した形でしたが開催

しましたが、今年は、新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけがインフルエンザ

と同じ５類に変更になったので、感染防止に配慮しつつもコロナ禍以前の形で本格的

な総会・懇親会を開催しました。参加者数は、当初の予想を上回り 110 人を超えまし

た。 

開催にあたっては、旭川市はじめ諸団体・企業、会員の皆さまには一方ならぬご協

力を賜りました。この場をお借りしてお礼申し上げます。  

 

この機会が皆さまにとって有意義で楽しいひと時であったと思います。  

 



＜総会＞ 

☆令和 4 年度の事業報告・決算報告、令和 5 年度業計画・予算が諮られ承認されまし

た。更に、加藤桂子氏の会長の退任と荒川繁氏の会長就任が承認され、監査役に野作

雅章氏と安井規雄氏の留任が承認されました。 

 

 

＜講演会＞ 

☆今年は、旭川出身で有限会社オービタルエンジニアリング取締役社長の山口  耕司

氏（西高 31 期）をお招きして『町工場の宇宙開発』と題してお話を伺いました。 

「宇宙開発」というと、「遠い世界の話で自分には関係ない」と思われますが、日本の

モノづくりの技術がロケットや人工衛星の製造に大きく貢献していることを、宇宙開

発の伴うご自身の体験や裏話を交えおもしろく大変わかりやすくお話いただきました。 

 

  



＜懇親会＞ 

☆懇親会に先立ち、ご来場の皆様を代表して旭川市の今津寛介市長からご挨拶をいた

だくとともに、旭川・北海道関係の皆様をご紹介と旭川市からのお知らせがありまし

た。 

 

 

 

・今津市長から画家佐藤美紀さん（市に作品を寄贈）へ感謝状贈呈 

佐藤さんの作品は旭川市の新庁舎の８階議場ロビーに飾られました。 

・法人向けふるさと納税について 

旭川市行財政改革推進部行政改革課の堀池様から映像をもとに 

「企業向けふるさと納税」の説明がありました。 

・劇団 BREATH の公演のお知らせ 

 岩城恵美さんから、劇団の歴史、11 月 4～5 日（旭川）、11 月 11 日（東京）公演



とチケットの販売ついて説明がありました。 

 

 

☆中村のりゆき旭川市議会副議長の乾杯のご発声で懇親会が開始されました。  

 

 

 

 

 

☆今年も『私（達）こんな活動しています』コーナーを設けました。  

壇上から３人の方々に発表して頂きました。 

 



・千葉楽斗―さん(津軽三味線奏者) 

プロの奏者として幼い頃から続けている津軽三味線の演奏しつつ慶應義塾大学

大学院で日本の伝統音楽の世界を研究しています。  

 

 

・山本瑞樹さん(イラストレーター) 

航空会社でドクターヘリの指令を担当する傍ら、飛行機やヘリコプターなどのイ

ラストを中心に制作し航空業界内外に提供しています。  

 

 

・朝妻久実さん(AJO の活動、「応援アワード 2023」) 

 11 月 11 日(土)に開催する、誰かのために何かの 

ために応援する人・企業・団体を表彰し応援文化 

を拡げていくための社会貢献型のイベント「応援 

アワード 2023」について説明がありました。  

 

＜壁新聞＞ 

旭川市新庁舎の落成、旭川～成田ジェットスター就航、旭川市スポーツみらいアンバ

サダー就任など旭川のトピックスと東京旭川会の活動報告など盛り沢山に掲載しまし

た。 

旭川出身の皆さんのご活躍も掲載しました。 

・北口榛花さん（女子やり投げ選手） 

ご存知、世界陸上での大活躍。 



・谷口雅彦さん（写真家） 

令和４年旭川市文化奨励賞受賞。フリーランスの写真家として、全国誌や国内外

の画廊、美術館等で作品発表を続ける。作品発表のみにとどまらず、写真に関す

るプロジェクトやイベントにも意欲的に取り組んでいる。  

・須田珠生さん 

本年４月、旭川文学資料館主催の企画展「小学校の校歌展Ｉ」で「校歌その軌跡」

と題し記念講演しました。 

・川村健一さん（アパレルブランド KEBOZ のオーナー） 

東京を拠点に全国各地で POP UP SHOP を開催しながら、地元である「北海道日

本ハムファイターズ」や、映画『メジャーリーグ』とのコラボレーションなど、

野球を軸にさまざまな仕掛けを行なっている方。 

・とにかく明るい安村さん（タレント）  

イギリスの人気オーディション番組『ブリテンズ・ゴッド・タレント』で奇跡の

敗者復活を果たし、日本人として初めて決勝に進出。  

 

 

 

 

  



☆恒例の大抽選会を４年ぶりに復活し皆さんに大いに楽しんでいただきました。 

 

 

 

☆お開き 

慌ただしく時間が経過し定刻を少し超過し

ましたが、荒川副会長からのお礼の挨拶と集合

写真撮影をもってお開きとなりました。 

ご参加いただいた皆さまには、旭川市、市関

係団体、協賛企業からご提供いただいた旭川の

お土産などをお持ちいただきお帰りいただき

ました。 

 



 

 

（幹事一同） 

今年の東京旭川会総会・懇親会を無事開催に漕ぎつけられるのか、案内状発送の時

点では一抹の不安を覚えながらの作業でした。結果は大成功とは申せませんが、皆さ

ん楽しく交流されていたご様子に安堵しました。ご協力有難うございました。  

次回も多くの皆さまの参加をお待ちしています。  

以上 


